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●いろいろな学校の保健室におじゃましますが､

癒し系のぬいぐるみや観葉植物などが落ち着い

たあたたかい雰囲気をつくり､ 保健室登校の子

のためのスペースやクールダウンのためのコー

ナーなどがさりげなくほかの子の視線から遮ら

れていることに気づくことがあります｡ ｢先生､

聞いて～｣ とせわしなく話しだす子の相手をし

ながらも､ 養護教諭の視線はやわらかいけれど

360度｡ 教育相談は､ 子どもが保健室に入った

ときから始まっているのだなあと感じます｡

●手のかかる子のケアに追われている先生を気

遣って､ 話しかけたいのに我慢している子たち

がいます｡ そのことに気づいて､ ｢先生に話し

たいことを書くノート｣ をつくった担任がいま

した｡ 相談教師とは､ ｢気づいて動く｣､ そして

｢気づくために動く｣ 先生なんだなあと､ 今号

を読んで改めて思いました｡ ���
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運動部員が試合に臨む際に役立つメンタ

ルトレーニングやリラクセーション､ 部

活の人間関係と思春期心身症の関係など､

部活指導にも教育相談が役立ちます｡
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交流分析は､ 教育現場と相性のいい心理

学だと言われています｡ その交流分析の

基礎となるエゴグラムを､ 学校でどう活

用するか､ 具体的に紹介します｡
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